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月第2、第4日曜日の早朝、日南市漁協で行わ

れる「港あぶらつ朝市」は、とれたての魚介や

加工品が並び、遠くから訪れる人もいて活気に溢れて

います。 

 ここで実演販売などを行って参加者の人気を集めて

いるのが日南市漁協女性部加工グループのみなさ

ん。天ぷらなど実演販売の魚料理を提供しながら、お

みやげにもってこいの加工品もずらりと並べて、お客さ

んに元気に声をかけています。 

 魅力ある商品作りを続ける代表の竹井友子さんにお

話を伺いました。

毎
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■日南市漁協の水産加工センターがあるのは、大堂津駅から入った大堂津漁港の一角。 
 ここで加工品づくりをされているんですね。 

 

■「宮崎かつお うみっこ節」は2006年に宮崎県水産物ブランドの第5号認証を受けていますね。 
 その作り方を教えてください。 

日南市漁業協同組合女性部水産物加工グループ 

代表 竹井友子さん

ここは平成6年頃に、シイラがたくさんとれて、そのすり身

を作るために作られた加工センターなんですよ。獲れすぎ

て困るくらい獲れたようですが、加工センターができたら次

第に獲れなくなって、一時は閉める話も出てました。自然

相手のことですからね。 

その後、女性部加工グループが使うようになったんです。

ここには、大型の冷凍庫や、ミンチにする機械、パッケー

ジの機械まであるので、あとはアイデア次第で頑張ってま

す。

■おすすめの人気商品は何ですか？ 

ギフトには「宮崎かつお うみっこ節」や、真空パックした天

ぷらの「おおどつ天」、温めるだけで食べられる「鰹ボー

ル」とか、いろいろありますよ。 

イベントでは実演販売も行うので、すり身を使った「魚うど

ん」や、揚げたて天ぷらの実演、鰹バーガーも人気ありま

す。 

■そういった商品のアイデアは、どうやって生まれるんで
すか？ 

みんな家庭でいろんな魚料理を作っているメンバーですか

ら、こんなのはどう？とか、こんな味付けはどうだろう？と

か。昔ながらの味や料理がベースになっていますね。「宮

崎かつお うみっこ節」がその代表ですね。 

大堂津港はカツオの一本釣り漁が盛んで、ある程度保存が利く

家庭料理として作られていた「かつおしょうゆ節」がベースです。 

新鮮なカツオをさばいて、一度煮たあと、醤油、砂糖、焼酎など

漬け汁につけ込んだものです。今はこれを真空パックにして商

品化しました。 

そのアイデアを生かして、食べやすい切り身で作ったり、腹身を

使ったり、今度は調味料も使い切る加工品を作っていきます。 

時には、新しい商品のアンケートを取りながら改良していくこともあるんです。例えば、シイラは身が傷みやすくて加

工が難しく、試食アンケートをとると、味つけ加減など食べた人の反応がよくわかります。そういうのも大いに参考に

します。 
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■「魚うどん」も名物になりましたね。 

日南市がすすめる地場産品づくりにも応援いただい

て、日南市内の学校給食にも取り入れてもらいまし

た。私たちは魚食普及で頑張っているので、子どもた

ちに魚を食べてもらう機会が増えるのはとても嬉しいこ

とです。 

魚うどんは、朝市などイベントでも好評で、冷凍パック

も人気がありますよ。 

■これからどんな活動をしていきたいですか？ 

いまここで作業しているメンバーは漁師の家族8人で

すが、今後はだれでも活動に入ってこられるようにして

いければと思っています。 

私たちは、獲れすぎたり、少し傷がついてしまった魚

を、添加物を一切使わず、おいしく加工しています。こ

この加工場でも販売していますし、発送もできますから

ふるさとの味を送りたい人も利用してください。おいし

いですよ！ 

 

■港あぶらつ朝市  

第2、4日曜日 6時～8時  

日南市漁協荷捌所（日南市字石河588番地129）  
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つお漁業の厳しい現況や大型巻き網船の漁獲規制等の導入を訴えるた

め、日南市漁協、南郷漁協、栄松漁協、外浦漁協の漁業者及び水産団体

役職員、約400名により2月2日、かつお漁業危機突破決起集会を県水産会館で開

催した。 

 決起集会では冒頭、日南市漁協の濵上組合長が、「今の状況が続けば、廃業に

追い込まれる漁業者も出てくる」と訴え、宮崎県鰹部会の上牧会長が決議文を読み

上げた。 

 決起集会後、参加者は高千穂通りから県庁まで、「資源にやさしいカツオ漁業を

守れ！」 

「大型巻き網船は漁獲規制を導入せよ！」とシュプレヒコールを上げながら県庁ま

でデモ行進し、代表者より県知事並びに県議会議長あてに決議文を手渡した。

か

成22年1月15日、本庄高校において料理講習会を

行った。 

指導協会の園田局長を講師に迎え、総合学科フードデザイ

ン選択生20名に見事な捌きを披露した。見る分には簡単に

思えるが、実際に捌くとなるとなかなか一苦労。骨などは力

を入れて生徒同士が協力しながら一生懸命捌いていた。出

来上がったかつおのたたきとかつお飯をおいしそうに頬張

る姿がとても印象的だった。 

 同１月２２日は飯野高校 生活情報科3年生34名に講習

を行った。今回、女子は2kgサイズ、男子は4kgサイズのカ

ツオに挑戦、カツオ飯のつけ汁は各班何回も味見しながら

好みの味を作り、残ったアラを煮付けにし存分にかつおを

味わった。 

両校とも大きい魚を扱う生徒がほとんどだったが、悪戦苦

闘しながらも楽しく調理し、機会があればまた捌いてみたい

という感想が多かった。

平
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県の平成21年の漁業生産は、属人水揚げ量は9万8千トン、金額は324億1千万円となり、前年と比べ水揚げ量は1千2百トン(1.2％)減、金額

は41億4千万円(11.3％)減となった。平均魚価は329円となり、前年と比べ37円(10.2％)安となった。 

 また、属地水揚げ量は4万7千トン、金額は137億4千万円となり、前年と比べ水揚げ量は4千5百トン(8.7％)減、金額は23億3千万円(14.5％)

減となった。

本

平成21年12月末漁業種類別属人水揚げ表 
上段 数量： トン

下段 金額： 千円

漁協名＼漁業種類名
かつお 
一本釣

まぐろ 
延縄

旋網 曳縄 底曳網 船曳網 定置 養殖 その他 合計 属地 
水揚げ

北浦
    25,588   204   283 2,669 41 28,785 20,410

    1,583,062   69,883   86,376 2,197,251 27,077 3,963,648 3,227,303

島浦町
  557 7,239 14     176 2,926 36 10,948 10,540

  410,857 384,096 7,182     55,043 1,977,106 20,386 2,854,670 2,230,657

延岡
    54 53 21 281 1   12 422 303

    13,223 11,225 9,435 132,797 193   15,751 182,624 134,593

延岡市
206 9   3 178 107 410 2,337 141 3,391 589

66,967 3,328   742 65,944 54,474 169,827 1,665,148 161,631 2,188,060 342,649

庵川
60 401 659 1 56   311 189 55 1,734 1,143

24,111 279,959 88,925 351 29,302   90,517 137,497 42,503 693,164 360,046

門川
10 1,007   21 77 99   2 37 1,253 297

3,128 149,795   7,925 27,564 35,313   1,993 44,989 270,707 139,256

日向市
311 2,757   46 9 250 414   148 3,934 970

114,121 1,919,061   17,497 4,027 72,332 148,766   95,776 2,371,579 428,428

都農町
  202   3 2       133 340 120

  125,022   1,554 1,773       91,332 219,681 81,606

川南町
  3,074   64 31       404 3,573 492

  2,063,645   39,575 20,779       227,765 2,351,762 281,822

一ツ瀬
2     20 12       129 164 164

1,282     18,915 9,118       95,527 124,841 124,841

檍浜
        19 112     35 166 166

        8,218 23,256     24,143 55,617 55,617

宮崎
  462       905     92 1,458 996

  303,601       207,808     51,363 562,772 259,171

宮崎市
  321 260 120 93 162 22   79 1,057 577

  234,559 100,987 52,007 47,547 28,662 15,545   144,916 624,223 364,662

日南市
6,121 1,980   193     93   221 8,608 3,015

1,924,500 1,302,137   101,066     42,286   130,096 3,500,085 1,874,073

南郷
13,822 2,221   651     409   90 17,193 2,024

4,030,144 1,321,730   362,022     130,908   75,519 5,920,322 714,094

栄松
1,132 220   76         7 1,434  

359,613 113,871   42,769         5,073 521,326  

外浦
6,220 349         62   7 6,638 0

1,906,269 247,342         22,230   7,104 2,182,944 141

串間市東
  90   255     1,187   102 1,634 176

  54,243   146,201     299,745   72,829 573,018 55,413

串間市
  316   22 25 25 55 5,222 62 5,726 5,453

  205,782   15,730 9,788 45,646 24,089 2,892,575 58,806 3,252,415 3,068,016

合計数量 27,884 13,964 33,800 1,542 727 1,940 3,423 13,345 1,832 98,458 47,435

合計金額 8,430,134 8,734,931 2,170,292 824,761 303,377 600,288 1,085,524 8,871,569 1,392,583 32,413,458 13,742,387

（魚価） 302 626 64 535 418 309 317 665 760 329 290

前年数量 30,230 12,295 32,099 1,537 907 2,563 3,409 13,824 2,836 99,701 51,961

前年金額 9,584,940 9,799,657 2,553,190 876,363 439,576 999,056 1,199,674 9,353,766 1,754,421 36,560,641 16,079,700

（魚価） 317 797 80 570 485 390 352 677 619 367 309

数量増減 -2,346 1,669 1,701 5 -180 -623 14 -478 -1,004 -1,243 -4,526

数量対比(%) -7.8 13.6 5.3 0.3 -19.9 -24.3 0.4 -3.5 -35.4 -1.2 -8.7

金額増減 -1,154,806 -1,064,726 -382,898 -51,602 -136,199 -398,768 -114,150 -482,197 -361,838 -4,147,183 -2,337,312

金額対比(%) -12.0 -10.9 -15.0 -5.9 -31.0 -39.9 -9.5 -5.2 -20.6 -11.3 -14.5

魚価増減 -15 -172 -15 -35 -67 -80 -35 -12 142 -37 -20

魚価対比(%) -4.6 -21.5 -19.3 -6.2 -13.9 -20.6 -9.9 -1.8 22.9 -10.2 -6.4

漁業種類別に見ると、 

 かつお一本釣漁業は、27,884トン（前年比2,346トン(7.8％)減）、84億3,013万円（前年比1億

1,548万円(12％)減）であった。前年に比べ上半期は上回ったが、資源の減少と大型巻網船によ

る大量漁獲の影響を受け、下半期は下回った。 

 まぐろ延縄漁業は、13,964トン（前年比1,669トン(13.6％)増）、87億3,493万円（前年比10億6,472

万円(10.9％)減）であった。前年に比べ水揚げ量は若干上回ったが、金額・魚価は大きく下回っ

た。 

 旋網漁業は、33,800トン（前年比1,701トン(5.3％)増）、21億7,029万円（前年比3億8,289万円

(15％)減）であった。昨年の不漁時に比べ数量は上回ったが魚価安の為、金額は伸びず前年を

大きく下回った。 

 曳縄漁業は、1,542トン（前年比5トン(0.3％)増）、8億2,476万円（前年比5,160万円(5.9％)減）で

あった。上半期は前年を下回ったが、下半期は水揚げ量は上回ったが金額が伸びず前年を下

回った。 

 底曳網漁業は、727トン（前年比180トン(19.9％)減）、3億0,337万円（前年比1億3,619万円(31％)

減）であった。水揚げ量、金額共に前年を大きく下回った。 

 船曳網漁業は、1,940トン（前年比623トン(24.3％)減）、6億0,028万円（前年比3億9,876万円

(39.9％)減）であった。上半期は前年を上回ったが、下半期は金額が大きく下回った。 

 定置網漁業は、3,423トン（前年比14トン(0.4％)増）、10億8,552万円（前年比1億1,415万円

(9.5％)減）であった。前年に比べ水揚げ量は上半期・下半期ともに上回ったが、金額は若干下回

った。 

 養殖業は、13,345トン（前年比478トン(3.5％)減）、88億7,156万円（前年比4億8,219万円(5.2％)

減）であった。水揚げ量、金額ともに下回った。
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月11日、高知県黒潮町総合センターにおいて、（社）漁業情報サー

ビスセンターと（財）東京水産振興会の共催による、第3回「食」と

「漁」を考える地域シンポジウム－「黒潮の子」カツオの資源動向

をめぐって－が開催され、本県よりカツオ船主、漁労長等8名が参加した。 

 黒潮町町長、高知県漁協長、東京水産振興会理事の挨拶の後、基調講

演・話題提供となった。（基調講演・話題提供は次の通り） 

１

基調講演
「日本近海に来遊するカツオの回遊と資源」 

二平章（茨城大学地域総合研究所）

話題提供
1. カツオ一本釣り船の操業記録から見たカツオの漁獲動向 

新谷淑生（高知県水産試験場）      

2. 中南方・薩南カツオ漁場の歴史的変遷 

東明浩（宮崎県水産試験場）          

3. ひき縄漁によるカツオの漁獲変動とその特徴 

竹内淳一（和歌山県水産試験場）  

 その後、三重県、高知県、宮崎県のカツオ船漁労長代表と講演

者がパネラーとなり パネルディスカッションが行われた。 漁労長

からは「かつおが居ない。海外の巻き網、大型巻き網が台頭して

きたことが影響しているのではないか。」「赤道付近での乱獲が原

因ではないか。」「昨年は大変な年であった。みんなで資源管理に

取組めば共存できる。」「昨年の不漁を市場・仲買・スーパー・消費

者にきちんと認識してもらいたい。」と日本近海へ来遊するカツオ

資源が異変を来していると声を上げ、漁業現場のデータ提供し、

日本が資源回復のルールを作り、国際会議に意見をだしてもらい

たいと、資源に優しいかつお一本釣り漁業の存続を強くうったえ

た。  パネラーから、国も資源減少に目を向けてきた。資源的デ

ータをまとめてきちんと発言することにより資源管理をかけていく

ことが大事であるとのアドバイスをいただいた。 翌1月12日、高知

市内において、近海かつお漁業問題検討会・全国近海鰹漁労通

信長会議高知全国大会が開催され、かつお一本釣り船主、漁労

長約50名が出席し、水産庁を交え協議を行い、資源管理の構築

について、強く水産庁に要望することを決定した。

入国管理及び難民認定法の改正に伴い外国人研修・技能実習制

度が見直されることになったことから、1月28日、東京都 三会堂ビ

ルにおいて（社）全国近海かつお・まぐろ漁業協会の主催のもと説

明会が開催された。 

 説明会には本県の研修・技能実習制度研修生の受入を行っている漁協の

ほか、関係団体より約30名が参加した。

出
説明内容は次のとおり 

1. 外国人技能実習制度に係る職業紹介について  

2. 船員職業安定法 第三十七条事業に制限について  

3. 制度改正とJITCOについて  

4. 外国人技能実習制度協議会（仮称）について  

5. 技能実習生賃金の考え方について  

6. 外国人研修・技能実習制度の見直しについて  

と漁連は、平成21年度事業において、漁業者の落水死亡事

故を防ぐため、落水直後に救急信号を発信し、その信号を漁

協海岸局が自動受信し、速やかに統制局である油津漁業無

線局に自動発信することで迅速な捜索活動により人命救助を可能とす

るシステムを導入します。 

 利用のためには漁船に1ｗ無線とＧＰＳが設置されていることが条件

です。 

 また、装置代約10～20万円は、漁業団体が全額負担しますが、装置

を漁船に設置するための費用として約3～4万円の自己負担が必要と

なっております。現在、そのシステムの利用者を募集しています。モデ

ル事業のため、200隻限定です。 

 航海の安全がなによりも大事。家で待つ家族のためにも是非、この

機会にシステムの利用をご検討ください。 

 ご希望の方は、大至急所属漁協又は県漁連にお問い合わせくださ

い。 

県 緊急コール 説明パンフレット 
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I.新運動方針の実践にかかる説明 

連・信漁連は、平成22年1月20日（水）、宮崎県水産

会館において両連合会の会員等約70名参加のもと

「新運動方針にかかる組合長・参事合同会議」を開催し

た。 

 この会議の開催にあたっては、昨年10月に東京都で開

催された「ＪＦ全国代表者集会」にてＪＦグループの新運動

方針が採択されたことを受け、ＪＦグループが今後5カ年で

取り組んでいく運動方針の全体像についての説明が行わ

れた。 

 会議冒頭、両連合会を代表して漁連の丸山会長が「グル

ープ一丸で不退転の決意をもって取り組んでいかなければならない」との挨拶があり、その後会議に入った。 

会議内容は以下のとおり。 

漁

1. 新運動方針「ＪＦグループ組織・経営・事業戦略（2010～2014年度）」 

（説明者：全国漁業協同組合連合会 杉田次長）  

2. ＤＶＤ「協同（とも）に生きる 明日のための漁業をめざして」（ＤＶＤ上映 ）  

3. 新運動方針にかかるアクションプランについて（説明者：全国漁業協同組合連合会 杉田次長）  

4. 水産政策における重要課題について（説明者：全国漁業協同組合連合会 大森部長）  

5. 質疑応答  

る平成22年1月8日、宮崎海洋高等学校実習船「進洋丸」がホノルル周辺海域のマグロ漁場に向けて73日間

の長期航海に出航した。 

 当日は出航式が開催され、生徒や乗組員のご家族、関係者が多数出席し一時の別れを惜しみ、航海の安全を願

った。 

 今回の航海では、マグロ延縄の操業実習を行うとともにハワイ・ホノルルのミニラニ高校との国際交流を予定して

いる。 

 「進洋丸」は、総トン数六百四十六トン、総乗組員数48名。船員20名、教官２名、生徒26名 

去

月21日平成22年度の委員会を開催しました。 

第5回目を迎えます今回は認知度効果をはかるた

めテレビを媒体にこれまでの10日間を4月2日から30日ま

での約1ケ月としました。3月半ばから放映を開始します。  

 それに春先全国で最初に漁獲される宮崎県のかつおを

年始めからゴールデンウイークまでのものを「みやざき初

かつお」と呼称することになりました。今後フェア等で認知

度を高め県水産物ブランド品として見据えております。 

 今回は県外旅行者もターゲットに宮崎空港・ホテル旅館

組合・ＪＲにも協力を依頼しております。   

 県内の飲食店・量販店・料理店・漁協漁連直販レストラン

などでポスター・初かつおののぼりを立てて、初かつおフェ

アが始ります。  

 遠い南の海から春を運んで来る海の幸を県内外の皆さ

んに是非堪能していただきたいと思います。

１
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伊勢えび＆お食事券プレゼントキャンペーン 

はこの度、平成22年1月7日をもちまして宮崎県漁業協同組合連合会を定年退職致しま

した。振り返ってみますと、昭和53年11月に大堂津製氷工場に勤務後、北浦製氷工場、

宮崎製氷工場、南郷事業所、平成18年8月に現在の日南支所に勤務し32年間悔いのない勤務

をおこなってきたつもりでおります。これも漁業者・関係役職員の皆様の暖かい支えのもとと感

謝いたしております。 

 これからも厳しい社会情勢の中、特に漁業におかれましても一段と厳しい状況になるかと思

われますが、役職員一同協力し頑張っていただきますよう願っております。宮崎県漁業協同組

合連合会の一層のご発展をお祈りいたし、退職のご挨拶と致します。本当に有難うございまし

た。 

私

 
連は、1月22日（金）水産会館第一中研修室に

おいて、平成21年度第1回管理職会議を開催

し、次のとおり報告・協議を行った。 

漁

報告事項

1. 職員の採用及び再雇用について  

2. 平成21年度職員資格取得試験の結果について  

3. 12月末実績について  

4. JFグループ組織・経営・事業戦略 

（2010～2014）について  

協議事項

1. 各出先持寄り事項  

2. その他  

 
乃里 ぎょれん丸では、3周年を迎えることがで

き、去る1月23日(土)～31日(日)の間、記念イベ

ントを開催した。 

 日頃のご愛好に感謝し、ご来店のお客様に直販所で

は、鮮魚を含め全品1割引とし、レストランでは、全メニ

ュー2割引でご奉仕させていただき、期間中も大勢の

人でにぎわった。 

 また、今までぎょれん丸をご存じなかった方々も、来

店されて、「鮮度が良い。」「料理が、おいしかった。」

「また食べに来ます。」と、お言葉を多数いただくことが

できた。

魚

概要

5店舗分のスタンプを集めて応募すると抽選で 伊勢えび2匹(10名様)・

各店舗のお食事券1,000円分(100名様)が当たります。

期間

2010年2月1日～7月31日

その他

1. 当選者発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。(9

月以降)  

2. 応募いただいた個人情報は商品の発送以外の目的では使用い

たしません。  

3. お食事券は各店舗20名、計100名に当たります。ご使用は当たっ

たお食事券の店舗でのみ使用できます。どの店舗のものが当た

るかはお選びできません。  

スタンプカード見本

キャンペーン開催店舗 

門川漁協海遊物産館 

うみすずめ 
海の駅 ほそしま 魚乃里 ぎょれん丸 漁師の味 港あおしま 港の駅 めいつ
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回は、平成21年12月15～16日に開催された太平洋イワシ・アジ・サバ等長期漁海況予報会議の結果について紹介します。

今
【海況】 

経過（2009年7月～12月） 

［黒潮］ ◆都井岬沖の黒潮流軸は，8月上旬まで｢かなり離岸｣、8月中旬～9月まで「やや離岸」で推移し、10月に｢著しく離岸｣

した後、11月に｢かなり離岸｣から｢接岸｣へと推移し、12月中旬以降より「やや離岸」、「かなり離岸」となっている。

［沿岸水温］ ◆沿岸海洋観測による日向灘の水温(0m,50m,100m層より判断)は、平年値(1972～2008年度平均)と比べて、8月～12

月の順に｢かなり低め｣、「平年並み」、「やや高め」、｢平年並み｣、「かなり高め」で推移した。水深毎でみると，0m深で

は8月～12月の順に「かなり低め」、｢やや高め｣、｢著しく高め｣，｢平年並み｣、「かなり高め」と推移、50ｍ深では8月の

｢かなり低め｣，9～10月の｢平年並み｣から11月に「やや高め」となり12月に「かなり高め」、100ｍ深が8月の｢かなり低

め｣から9月～11月に至るまで｢平年並み｣となり12月に｢かなり高め｣で推移した。

予測（2010年1月～6月） 

［黒潮］ ◆5月の「接岸傾向」を除いて、「離岸傾向」で推移するだろう。  

［沿岸水温］ ◆予測期間を通して「平年並み～高め」で推移するだろう。

【漁況】 

［マイワシ］ 

経過（2009年8～11月） 

◆7月は110トン(被鱗体長15cmモード)，8月は21トンと減少し，9月以降は0トンで推移し

た。前年同様，近年下半期漁況の主体となっている当歳魚は低調に推移した。

予測（2010年1月～6月） 

◆北薩～熊野灘(まき網,定置網) 

◆来遊量:：土佐湾以西海域では主に1歳魚を漁獲対象とし、前年を下回る。紀伊水道

外域東部海域では1歳魚主体に前年を上回る。熊野灘では1、2歳魚を漁獲対象とし、

前年並。 

◆漁期・漁場：期を通じて。 

◆魚体：土佐湾以西海域では15～20cmの1歳魚主体。期の後半より7～12cmの0歳 

魚が混じる。紀伊水道外域東部海域では13～ 16cmの1歳魚主体。熊野灘では13～ 

16cmの1歳魚とともに19～ 21cmの2歳魚が漁獲の主体となる。

［ウルメイワシ］ 

経過（2009年8～11月） 

◆7月の漁獲量は1,173トンと好調(被鱗体長10～15cmの0歳魚主体に1歳魚)であった

が，8月～9月は減少傾向で推移した(サイズは7月と同じ)。10月は，中旬から日向灘北

部で漁場が形成され(その後漁場は南偏)好漁となり，1,872トンの水揚げとなった。

予測（2010年1月～6月） 

◆北薩～土佐湾(まき網,定置網等) 

◆来遊量：北薩及び薩南海域では前年を上回る。日向灘では前年並か下回る。豊後

水道南部では、西側は前年並か上回り、東側は前年を上回る。土佐湾では前年並～

上回る。 

◆漁期：全期間。 

◆魚体：14～20cm の1 歳魚が主体。4 月以降は12cm 以下の0 歳魚も漁獲対象にな

る。
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［カタクチイワシ］ 

経過（2009年8～11月） 

◆7月は2,147トン，8月は3,402トンで好漁となり，8月は1961年以降

で過去最高の漁獲量となった。7～8月の被鱗体長は10～11cm台

主体に12cm以上の大羽が混じり，例年夏期にみられる9cm台以下

の魚体はみられなかった。

予測（2010年1月～6月） 

◆北薩～紀伊水道外域(まき網,定置網) 

◆来遊量：北薩・薩南では不漁の前年を上回る。日向灘では前年

並か前年を下回る。豊後水道西部では前年並か前年を上回る。豊

後水道東部では好漁の前年を下回る。土佐湾から紀伊水道外域

ではまとまった漁獲がない。 

◆漁期：全期間。 

◆魚体：10～12cm の1 歳魚主体。

［マアジ］ 

経過（2009年8～11月） 

◆8～11月の漁獲量は0歳魚主体に349トンで，1961年以降で2番

目に悪かった前年を上回ったが，当期も4番目に悪い漁況となり低

調に推移した。0歳魚が主体となるまき網の下半期の漁況は2004

年以降減少傾向であり，当期は2008年に引き続き極度の不漁とな

った。

予測（2009年1月～6月） 

◆北薩～土佐湾(まき網、定置網) 

◆来遊量：1 歳魚が主体となり、北薩～薩南海域では前年を上回

る。日向灘では前年並か下回る。豊後水道～土佐湾では前年を

下回る。 

◆魚体：15～23cm の1 歳魚が主体で、期の後半は12cm 以下の0 

歳魚も漁獲対象となる。

［サバ類］ 

経過（2009年8～11月） 

◆日向灘のサバ類は1990年代以降ゴマサバが主体となっている。 

◆まき網によるサバ類の漁獲量は6～7月は0トンであったが，8月

末から2009年級の漁獲が始まり，8～11月の漁獲量は3,426トン

で，2007年級1歳魚が好漁となった前年同期は下回ったものの，

2004年級及び2007年級が0歳魚として漁獲の主体となった2004

年，2007年同期を上回った。
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［サバ類］ 

予測（2010年1月～6月） 

◆薩南～豊後水道(まき網,定置網) 

◆来遊量：マサバは低水準。ゴマサバ1歳魚は、薩南海域では来

遊しない、日向灘、豊後水道東部では前年を上回り、豊後水道西

部では下回る。2歳魚は前年を下回る。3歳魚は前年を上回る。4歳

以上は少ない。サバ類全体としては、薩南海域では前年を下回

る、日向灘では前年並、豊後水道西部では下回り、東部では上回

る。 

◆漁期：期を通じて漁獲される。 

◆魚体：ゴマサバが主な漁獲対象となる。薩南海域では35cm以上

（3歳魚）が、日向灘～豊後水道では25～30cm（1歳魚）と35cm以

上（3歳魚）が主体。

※詳細については，宮崎県水産試験場高度漁海況情報サービスシステム（http://ocean-
info.ddo.jp/contents/mz/topics/index.aspx）の『トピックス』をご覧ください。 

13日
第3回平成21年度宮崎県水産振興祭運営小委員
会（宮崎市）

25日
平成21年度水産試験場研究成果発表会（宮崎
市）

25日
第51回宮崎県青年・女性漁業者交流大会（宮崎
市）

27日 都道府県水産主務課長会議（東京都）
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51回宮崎県青年・女性漁業者交流大会は、平成22

年1月25日（月）に宮崎県水産会館大研修室で開催

された。 今年度は、2件の取組みについて報告された。最

初に、「島野浦まき網漁業の改革」と題して島浦町漁協ま

き網船・加工グループの西口良満氏の報告があり、次に

「藻場回復を目指したウニ駆除活動について」と題して、本

城・崎田地区潜水漁業生産グループの実藤勇次氏の報告

がされた。   

 また、今年度はイオンリテール株式会社 食品デリカ商品

本部の山知克旨氏を招いて「消費者ニーズの変化と鮮魚

直接取引について」の講演があった。   

次に(1)漁船救助支援システム化事業及び(2)各種支援資

金の事業説明が県担当者から説明がされた。 

第

崎県旋網漁業組合（組合長 森本徳喜）は1月

29日（金）、延岡ロイヤルホテルにおいて平成

22年度第1回役員会を開催し、平成22年度通常総会

提出議案、開催日等について協議が行われた。  

 協議の結果、平成22年度通常総会については、3月

3日（水）に延岡ロイヤルホテルで行うことで決定され

た。

宮 4日  仕事始め式

15日  お魚料理講習会（本庄高校）

22日  お魚料理講習会（飯野高校）

25日  青年・女性漁業者交流大会

29日  県旋網組合第1回役員会
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